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切取の大崩壊は路級建設の際履々逢オ
'Fし
悩まされる||」題であつて各 共々の時の1,t態に地iじ通常

に復告 してゐろが先きに企通 L た́木次紡tの一例に就いて言L逃 lンやうc

常切取両||||は共の延長皇45km:∬m FIIの

約140米営初切取数量 20 000in3弱で略完

了したのであるが1(7禾|110419月ス:側地I11

が滑動を1/1始とンた。共の‖l■
~ll上
塊数|たは

約 (:5000n13と推定される。115km:;imll‖

は下部ガ離 迄の深さが,たい震め滑_Tl」ば1る

,11波であつて相営 lltの増)切1文に依つて復

告すべ く後僕なくされた。塁45kml)n llll

は滑動縦慢であつて調査の結身こ滑動 11場L

の安定を得させる震めに少lン特f吼な哺切

JRの方法をほ,ll l´た。 (国-2参 j“t il)
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京員-1 崩 壊直復の遠景

寝員―⊇ 復 饉完成後の奎景

国-2及 び固-3に よつて滑動上塊は完全に静止 したのである力ヽ 11部法山iがlk等のイリl察に相進






